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注 1)水道、港湾、河川、道路・橋梁の合計額。





















1887~93 1894~99 1900~05 1906~ 1 1912~18 1921~24 1925~29 1930~34 
北海道 2.8 2.4 3.9 5.0 6.9 10. 1 7.4 7.8 
東北 9.6 9.2 8.2 8.4 8.8 7.8 5.3 7.9 
北関東 6.6 7.6 6.4 9.2 7.0 5.2 4.0 5.0 
南関東 7.2 12.0 11. 6 13.8 11. 2 13.9 28. 1 18.3 
北陸 10.7 14.3 8.5 7.0 10.5 6.5 5.3 6.5 
東山 4.4 5.5 3.8 4.8 3.4 3.5 2.4 3.2 
東海 14.8 10.6 10.4 10.6 12.4 11. 6 1. 8 12.5 
近畿内陸 4.9 5.5 5.3 7.7 4.5 4.4 4.1 5.2 
近畿臨海 10.8 10.4 12.4 14.8 13.4 14.0 15.8 12.4 
山陰 2.4 3.4 2. 1 1.2 2.1 2.0 1.2 1.6 
山陽 6.5 6.4 6.8 4.3 5.0 5.9 4.2 5. 1 
四国 6.9 4.4 4. 7 3.8 4.9 4.9 3. 7 3.9 
北九州 7.8 4.2 10.0 5.4 5.1 6.3 3.6 5.2 
南九州 4.9 4.2 5.9 4.0 4.9 4.1 3.1 5.3 
計 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
大都市圏 I 20.9 26.0 27.9 37.2 30.9 34. 1 52. 7 38.5 
大都市圏E 25.5 27.9 32.5 41. 1 34.3 37.8 55.0 41. 9 
地方圏 I 79. 1 74.0 72. 1 62.8 69.1 65.9 47.3 61. 5 
地方圏E 74.5 72. 1 67.5 58.9 65. 7 62.2 45.0 58. 1 
注 1)大都市圏 1;東京+神奈川+愛知十京都十大阪十兵庫。大都市圏II;大都市圏 1+福岡。
2)地方圏;全国大都市圏。
3)内務省直轄事業を含まない。


















1887~93 1894~99 1900~05 1906~ 1 1912~18 1921~24 1925~29 1930~34 
北海道 5.8 3.6 5.6 6.6 9.1 8.0 5.5 6.3 
東北 12.4 10.9 7.5 6.4 8. 7 6.8 5.0 8.2 
北関東 6.4 6.5 4. 7 4. 7 4. 7 4.6 3. 7 5.2 
南関東 8.4 9. 7 13. 1 15.7 11. 4 17.3 28.5 17.7 
北陸 9.0 8. 7 5.4 5. 7 7.6 5.6 4.6 5.6 
東山 5.2 4.2 3.3 2.3 2.8 2.9 2.2 3.1 
東海 9.5 9.7 8.8 10.0 12.6 12.4 8.5 10.5 
近畿内陸 5.0 6. 7 5.2 7.9 5.0 4.4 4.6 4.6 
近畿臨海 9.0 10.3 12.2 17.7 10.0 14.2 19.7 15.3 
山陰 3. 7 3.8 2.9 1.7 2.1 1.9 1.3 1.7 
山陽 6.8 8.6 6.4 5.1 6. 7 5.4 4.3 5.5 
四国 3.9 4.0 5.0 4. 7 5.8 5.5 4.3 4.2 
北九州 7.1 5. 7 1. 7 5.1 6.5 5.9 3.9 5.8 
南九州 7.8 7.6 8.4 6.1 7.0 5.2 3. 7 6.2 
言十 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 
大都市圏 I 17.8 24. 1 28.6 42.0 27.4 37.8 53.9 38.2 




























内務行政に深く関わっていたことに注目したい。すなわち、第三次西園寺公望(19日年 8 月 ~12年




































































政友会 21 6 27 
(%) (78) (22) (100) 
憲政会 18 6 24 
(%) (75) (25) (100) 
国民党 8 3 1 
(%) (73) (27) (100) 
新政会 7 3 10 
(%) (70) (30) (100) 
言十 54 18 72 

















































































1887~99 1900~ 1 1912~18 1921 ~24 1925~29 1930~34 
北海道 0.7 0.2 0.2 0.3 0.5 0.4 
東北 0.8 0.4 0.3 0.4 O. 7 0.4 
北関東 1.7 1.2 1.2 1.1 1.5 1.1 
南関東 0.9 1. 1 1.6 1.0 0.6 0.9 
北陸 0.7 0.9 0.6 1.0 1.0 0.8 
東山 1.2 2.1 1.7 1.6 1.8 1.4 
東海 1.0 1.3 0.9 1.1 1.7 1.5 
近畿内陸 1.4 0.8 0.8 1.0 1.0 1.0 
近畿臨海 1.9 2.0 3.3 2.2 1.3 1.9 
山陰 0.4 0.2 0.2 0.2 0.4 0.3 
山陽 O. 7 0.8 0.8 0.9 1.2 0.9 
四国 1.0 0.6 0.4 O. 7 0.6 O. 7 
北九州 O. 7 0.6 O. 7 O. 7 1.5 1.0 
南九州 0.6 0.2 0.2 0.4 0.6 0.3 
言十 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 
大都市題 I 1.4 1.5 2.1 1.5 1.0 1.4 
大都市圏E 1.4 1.4 1.9 1.4 1.0 1.3 
地方圏 I 0.9 O. 7 0.6 O. 7 1.0 0.8 
地方圏E 0.9 O. 7 0.6 O. 7 1.0 0.7 
注 1)工業シェアと産業基盤投資シェアの比率。
2)工業シェアはそれぞれ順に1889、1909、14、21、25、30年を採用。





















































































1932 1933 1934 計 (%) 
北海道 5，064 7，497 3， 720 16，281 ( 5.3) 
東北 12，452 20，929 13.128 46，509 (15.1) 
北関東 7，670 12，413 6，643 26， 726 ( 8.7) 
南関東 3，937 12，948 4，923 21，808 ( 7.1) 
北陸 5，322 10，019 5，213 20，554 ( 6.7) 
東山 4，532 7.136 4.118 15，786 ( 5.1) 
東海 7，668 15，514 8，178 31， 360 (10.2) 
近畿内陸 2， 783 6，504 3，168 12，455 ( 4.1) 
近畿臨海 4，036 11， 740 5，445 21， 222 ( 6.9) 
山陰 2，444 4，530 2，452 9，426 ( 3.1) 
山陽 5，525 10，682 5，340 21，547 ( 7.0) 
四国 4，816 8，035 4， 158 17，009 ( 5.5) 
北九州 4，204 9，594 4，431 18，230 ( 5.9) 
南九州 7，626 13，822 6，818 28，265 ( 9.2) 
言十 78，079 151，362 77，735 307.176 (100.0) 
大都市圏 I 8，049 26，654 1，013 45，716 (14.9) 
大都市圏E 9， 724 31，605 13，195 54，525 (17.8) 
地方圏 I 70，030 124，708 66， 722 261，460 (85.1) 













































































































































事業内容 | 区分 |経費(千円) % 
災害防止計画
直轄改修河川! 国費 28，216 
地方費 14，658 
言十 42，874 10.2 
砂防費 国費 46，572 
地方費 2，676 
計 49，248 11. 7 
中小河}J!改修助成 国費 24，803 5.9 
水害防除 国費 48，345 11. 4 
t可水統制調査 国費 3，331 0.8 
国費 155， 145 
言十 地方費 17，334 
言十 172，479 40.8 
道路改良
国道改良 国費 74，978 
地方費 37，488 
言十 112，466 26.6 
府県道改良助成 国費 51， 872 12.3 
特殊国道改良 国費 2，075 0.5 
国費 137，373 
その他とも計 地方費 37，488 
計 174，861 41. 4 
港湾修築
重要港湾修繕 国費 33，054 
地方費 19，806 
言十 52，860 12.5 
地方港湾改良助成 国費 14，999 3.6 
臨海工業地持施設助成 国費 6，000 1.4 
国費 54，053 
言十 地方費 19，806 
計 73，859 17.5 
産業父通調査 国費 1， 045 0.2 
国費 347，616 
総額 地方費 74，628 


















1921 ~24年度 1925~29年度 1930~34年度 産業伸長計画(l937~41年度)
道路・橋梁改良費 北海道を 道路・橋梁改良費 北海道を 道路・橋梁改良費 北海道を 府県道(千円) 国道 計
(千円) (%) 除く(%) (千P:J) (%) 除く{克) (千円) (%) 除く(%) 工費 補助額 (千円) (千円) (%) 
北海道 26.866 5.8 36.590 4.4 47.892 5.3 
東北 37.154 8.0 8.5 42.967 5.2 5.4 72.819 8.1 日.5 22，257 7，420 19，320 41，577 15.5 
北関東 24，581 5.3 5.6 34，905 4.2 4.4 53.674 5.9 6.3 13，240 4，413 8，481 21.721 8.1 
南関東 82，112 17.6 18.7 249，639 30.0 31. 4 161，760 17.9 18.9 12，561 4，187 1，950 14，511 5.4 
北陸 25，663 5.5 5.8 34.446 4. I 4.3 47，768 5.3 7.0 1，504 3，834 1，637 23.141 8.6 
東山 16，281 3.5 3.7 21.231 2.6 2.7 34，752 3.8 4.1 7，196 2.398 4，400 1，596 4.3 
東海 57，121 12.3 13.0 68，106 8.2 8.6 96，796 10.7 11. 3 16，380 5，460 22，364 38，744 14.5 
近畿内陸 21，713 4.7 4.9 43，978 5.3 5.5 47，787 5.3 5.6 8，388 2，796 5，010 13，398 5.0 
近畿臨海 57，757 12.4 13.2 160，829 19.4 20.2 137，913 15.2 16.1 13，714 4，572 4，150 17，864 6.7 
山陰 10，272 2.2 2.3 9，135 1.1 1.1 15，802 1.7 1.8 4，584 1，528 2，150 6，734 2.5 
山陽 24，242 5.2 5.5 36，654 4.4 4.6 51，109 5.7 6.0 1，439 3，813 1，407 22，846 8.5 
四国 28，719 6.2 6.5 31，197 3.8 3.9 33，269 3.7 3.9 9，424 3，141 3，260 12，684 4.7 
北九州 28，673 6.2 6.5 32，085 3.9 4.0 52.795 5.8 6.2 10，045 3，349 1，850 21，895 8.2 
南九州 24，434 5.2 5.6 29，394 3.5 3.7 50，333 5.6 5.9 14，884 4，961 6，490 21，374 8.0 
計 465，588 100.0 100.0 831，156 100.0 100.0 904，469 100.0 100.0 155，616 51，872 112，469 268，085 100.0 
大都市商 184，586 39.6 42.1 477，060 57.4 60.0 381，943 42.2 44.6 32，655 10，885 17，348 50，003 18.7 

























































要求額 内閣調査 主計局案 計 b/a 
(a) 局案 重要因策 普通経費 (b) (%) 
外務省所管 11. 535 2，822 5， 724 657 6，383 55.3 
大蔵省所管 15，598 15，598 15，598 100.0 
司法省所管 2，221 1. 061 1，061 47.8 
文部省所管 1. 906 500 500 26.2 
農林省所管 81. 961 34，540 2，016 13，133 15， 149 18.5 
商工省所管 22，906 33，476 13，012 13，012 56.8 
逓{言省所管 56，205 22，240 9，401 750 10， 151 18.1 
拓務省所管 14，892 14，567 1，458 1，378 2，836 19.0 
資源局所管 10，818 7，503 0.0 
内 保健施設拡充 10，827 10，827 2，457 1. 775 4，232 39. 1 
務 産 道路改良費 27.115 7.127 7，127 26.3 
省 業土 港湾修築費 8，215 1， 159 1，159 14.1 
所 伸木 産業交通調査 253 0.0 
管 張事 災害防止施設充実 28，267 7，016 7，016 24.8 
業 63，850 15，302 15，302 24.0 
計 87，888 50，827 2，457 21，732 24， 189 27.5 
目十 292，719 165，975 34，568 49，654 84，224 28.8 




































































39 38 37 36 35 33 34 
年度
























































































道路改良 11， 378 10.108 
国府県道改良都市計画 300 n.a. 
関門海峡改造 370 200 
重要港湾改良 1， 527 1.225 
新規港湾改良 899 333 
地方港湾改良助成費 385 285 
臨海工業地帯施設助成 254 。


















































5) i第四十七議会報告書J(Ii'政友』第277号、 1924年1月)、 p.2 -4頁。











































にすぎ?なかった (W政友』第430号、 1936年6月、 pp.57-58)。
29) W東京朝日新聞.111936年7月3日。『中外商業新報.111936年7月16日。
30) W東京朝日新聞.111936年1月24日。
31) W中外商業新報.111936年7月30日夕刊。
32) W東京朝日新聞.111936年8月13日。
33)内務省「産業土木事業五箇年計画ノ樹立ニ関スル件J(W昭和財政史資料』第6冊15)。
34) W新居善太郎文書.11245。
35)内閣調査局調「各省提出昭和十二年度予算関係重要政策要旨J(W昭和財政史資料』第7冊4)。
36)前掲「昭和十二年十二月 道路改良事業概要.11.pp.19-20。
37)前掲『躍進日本の経済的実相と地方港湾改良の必要J、DD.23-31。
38)大蔵省「農林省重要国策ニ関スル意見J(W昭和財政史資料』第6冊15)。
39)大蔵省主計局「内務省所管重要国策ニ関スル意見J1936年8月 (W昭和財政史資料』第6冊15)、
DD.35-36。
40)向上、 DD.36-37。
41)臨時調査課「昭和十一年十二月 十二年度予算ト財界並ニ若干対策J(大久保達正他編
[ 1980J、DD.626-627。
155 
42)前掲「産業振興土木事業に関する議会答弁草案」。
43) [j'東京朝日新聞.Jl1936年1月24日。
44)内務省全体の予算は増加していた。広瀬豊作が、後年「内務省は直接産業経済に関係している
とは言えないかもしれぬが、馬場さんは高橋財政当時において極度に抑制されてきた地方民政費
の緩和を考えられたとみえ、相当たくさんの予算要求を認められたJ(大蔵省大臣官房調査企画
課編[1978J、p.205)と証言しているのは、そのことを指しているのであろう。
45)逓信省所管の電話事業では、特別会計のもとで1937年度から10ヵ年拡張計画が開始されている
が、新規交換加入者の地域配分は、それ以前よりも大都市圏の比率がかなり上昇している(藤井
信幸日998J、pp.104-105)。インフラ政策の基調は1937年に大都市圏を優先する方向に転換し
始めたといってよいかもしれない。
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